
２
０
１
５
年
度
中
学
校

２
年
生
職
場
体
験
実
施
日

及
び
実
施
校

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、

２
０
１
５
年
度
も
町
田
市
立
中
学

校
の
２
年
生
約
３
７
０
０
人
を
対

象
に
連
続
５
日
間
、
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
の
も
と
、
職
場
体
験
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
の
中
学
校

２
年
生
職
場
体
験
事
業
は

次
の
と
お
り
実
施
す
る

予
定
で
す

第
一
期

 

２
０
１
５
年
９
月
14
日
〜
18
日

　

南
大
谷
中
学
校
・
鶴
川
中
学
校
・

鶴
川
第
二
中
学
校
・
真
光
寺
中
学

校
・
木
曽
中
学
校
・
小
山
田
中
学

校
・
堺
中
学
校
・
ゆ
く
の
き
学
園

武
蔵
岡
中
学
校
（
８
校　

約

１
３
０
０
名
）

第
二
期

 

２
０
１
５
年
11
月
23
日
〜
27
日

　

町
田
第
一
中
学
校
・
つ
く
し
野

中
学
校
・
南
成
瀬
中
学
校
・
薬
師

中
学
校
・
山
崎
中
学
校
・
小
山
中

学
校（
６
校　

約
１
３
０
０
名
）

第
三
期

 

２
０
１
６
年
１
月
25
日
〜
29
日

　

町
田
第
二
中
学
校
・
町
田
第
三

中
学
校
・
南
中
学
校
・
成
瀬
台
中

学
校
・
金
井
中
学
校
・
忠
生
中
学

校（
６
校　

約
１
１
０
０
名
）

＊　

＊　

＊

　

今
年
度
と
同
様
に
、
２
０
１
５

年
度
に
つ
い
て
も
３
期
に
分
け
て

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

生
徒
の
受
入
等
に
ご
支
援
や
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

職
場
体
験
の
ね
ら
い

職
場
体
験
を
通
し
て
、
大
人
の

働
く
様
子
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、
柔
軟
に

た
く
ま
し
く
対
応
で
き
る
「
生
き

る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
す
。

地
域
と
中
学
生
の
関
係
を
結
び
、

地
域
と
学
校
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
り

ま
す
。

職
場
体
験
受
け
入
れ
先

町
田
市
内
お
よ
び
近
隣
市
の
各

事
業
所
や
公
共
施
設
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

学
習
と
し
て
の
職
場
体
験

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別

活
動
、
道
徳
の
時
間
な
ど
を
中
心

に
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
学
び
、

自
分
の
就
き
た
い
職
業
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
ま
す
。

受
入
先
で
は
、

実
際
に
働
き
、
事
業
所
の
方
の
話

を
聞
く
こ
と
を
通
し
て
、
体
験
的

に
学
び
ま
す
。

実
施
後
に
は
、

体
験
を
振
り
返
り
記
録
や
礼
状
な

ど
を
作
成
し
た
り
、
各
学
校
で
報

告
会
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
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２
０
１
４
年
度
の
中
学
校
２
年
生
職
場
体
験
事
業
「
地
域
で
支

え
よ
う
！
町
田
っ
子
の
未
来
探
し
」
が
、
第
一
期
９
月
15
日
〜
19

日
、
第
二
期
11
月
24
日
〜
28
日
、
第
三
期
１
月
26
日
〜
30
日
の

３
期
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
６
４
８
の
事
業
所

（
複
数
回
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
業
所
も
多
数
あ
り
）
で
、

３
５
１
３
人
の
生
徒
が
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
力
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
な
が
ら
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
生
徒
の
派
遣
が
出
来
な
か
っ
た
事
業
所
も
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
の
派
遣
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
生
徒
が
体
験
す
る
職
場
を
選
ぶ
に
あ
た
り
、
貴
重
な

選
択
肢
と
な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲

自
動
車
整
備
工
場
で
研
磨
し
て

い
る
様
子

2014年度中学校２年生職場体験事業
へのご協力ありがとうございました。

▲

ホ
テ
ル
で
清
掃
を
し
て
い
る
様
子

▲

飲
食
店
で
下
ご
し
ら
え
を
し
て

い
る
様
子

実体験をすることで、生徒さんの表情にはっと気づく表情の
変化が見られました。3日目は仕事も自分から探すようになり
ました。
子どもたちの緊張感が、自分たちの背筋を伸ばしてくれる思
いです。改めて自分たちの仕事を見直すよいきっかけになって
います。
話を聞くとき、相手の顔を見なかったり、返事をする習慣が
なかったりしたようでしたが、毎度注意して最終日にはできる
ようになりました。素直なので教えがいがありました。

体験先の方々には最初から最後までとてもよくお世話をして
いただいたそうです。普段はあまり話をしない子が、その日の
様子を話すようになりました。
働くと言うことの意味、大変さを直に体験できたと思います。「お父さ
んが疲れて帰ってくるのがよく分かった」ポツリと言った言葉が印象に
残っています。
とても有意義な活動であると思います。受入先の方々に親として感謝
の気持ちを伝えたいです。

職場の方の対応に感謝しています。
どこも好意的で、教育的な意識を持って生徒に接して
くださいました。感謝の一言に尽きます。
子供たちにとって大変有意義な体験になったと思い
ます。

大変だったけど職場の方が支えてくれて、とても楽しい４日間でした。
この４日間を忘れずに中学校生活をしっかりやろうと思いました。
職場体験で大人が働く大変さがわかりました。親に感謝の気持ちを
伝えたいです。
普段の学校生活では学べないことを学びました。将来への視野が広く
なりました。
自分の仕事に誇りをもっている人と出会いとても貴重な話を聞くこと
ができました。

　中学校２年生職場体験事業は、2005年度から始まり、今年度で
10年目となりました。
　10年間で3,500箇所以上の事業所の皆様にご協力をいただき、
約28,000名を超える中学校２年生が職場体験を経験しました。
　このように中学生の職場体験を、全市体制で実施することがで
きたのは、職場体験事業の意義を理解し、長期にわたって受け入
れてくださった地域の多くの事業所等の方々のご支援にほかなりま
せん。
　そこで、これまで長期にわたり、職場体験にご協力いただきまし
た198箇所の事業所の方々に対し、2015年２月14日土曜日に感
謝状を贈呈しました。

2014年度　中学校２年生

アンケートからの
貴重なご意見


